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防災あいずみ

　近年、記録的な豪雨により、全国的に大規模な
水害や土砂災害が頻発しています。また、気候変
動の影響により、今後はますます洪水の発生頻度
が高まることが予想されています。
　そのため、国土交通省では平成29年5月1日か
ら、吉野川流域の徳島市・鳴門市・吉野川市・阿
波市・石井町・松茂町・北島町・藍住町・板野
町・上板町の皆様の携帯電話やスマートフォンに
対して、携帯電話事業者が提供する「緊急速報メー
ル」を活用した洪水情報のプッシュ型配信（以下、

「メール配信」という）を開始します。

氾濫危険水位を超えた時の情報

（件名）
河川氾濫のおそれ

（本文）
吉野川の岩津橋（阿波市）付近で
水位が上昇し、避難勧告等の目
安となる「氾濫危険水位」に到達
しました。堤防が壊れるなどに
より浸水のおそれがあります。
防災無線、テレビ等で自治体の
情報を確認し、各自安全確保を
図るなど適切な防災行動をとっ
てください。
本通知は、四国地方整備局より
浸水のおそれのある市町村に配
信しており、対象地域周辺にお
いても受信する場合があります。

（署名）
国土交通省

河川氾濫が発生した時の情報

（件名）
河川氾濫発生

（本文）
吉野川の●●●●市●●●●●
●●●●●●●●地先（●岸●
●．●●k）付近で堤防が壊れ、
河川の水が大量に溢れ出してい
ます。
防災無線、テレビ等で自治体の
情報を確認し、各自安全確保を
図るなど適切な防災行動をとっ
てください。
本通知は、四国地方整備局より
浸水のおそれのある市町村に配
信しており、対象地域周辺にお
いても受信する場合があります。

（署名）
国土交通省

■問い合わせ先 ：国土交通省 四国地方整備局 徳島河川国道事務所 河川調査課 （☎︎088）654–9611
　  藍住町総務課危機管理室 （☎︎088）637–3111

■ 対象となる観測所 ：【吉野川下流】岩津観測所（岩津橋）
■ 配信する情報及び配信するタイミング ： 氾濫危険水位を超えた時及び河川氾濫が発生した時

【国土交通省よりお知らせ】
緊急速報メールを活用した洪水情報の配信について

計画高水位

氾濫危険水位

避難判断水位

氾濫注意水位

水防団待機水位

洪水情報のプッシュ型配信イメージ

河川管理者（国）
気象庁

洪水予報作成・発表
（四国地方整備局）

携帯電話会社
（NTTドコモ・au

ソフトバンク） 一般住民

洪水情報 緊急速報メール

平成29年度藍住町木造住宅耐震化補助制度について！

耐震改修 安全安心リフォーム

※上記記載の補助額は補助上限額となっております。

●既存の壁や床，天井を壊さずに補強　●外壁撤去を行わずに外部から補強低コスト工法の特徴は…

採用するメリットは…

一般的な工法 低コスト工法の一例

（壁全体を補強）

①筋かい補強 ②構造用合板
（標準大壁）

③構造用合板
（上下あき）

④タイガーグロスロック
耐震壁

⑤外付け耐震補強

100% 27% お得!! 74% お得!! 30% お得!! 54% お得!!

壁の一部を補強（床や天井を壊さない） 外部から壁を補強

●天井や壁の復旧工事が不要　●大工手間の削減と工期の短縮

耐震シェルター 住替え支援

10件

本格的な改修工事 簡易な耐震リフォーム工事

10件 5件

建替えや住替えに
伴う除却工事

10件

補助100万円
（補助率2/3）

補助53.3万円
（補助率2/3）

補助80万円
（補助率4/5）

補助30万円
（補助率2/5）

一般的な工法「①筋かい補強」とのコスト比較

※出展：木造住宅低コスト耐震補強の手引き（愛知建築地震災害軽減システム研究協議会）

補助制度パワーアップ！ ＜診断後の不安感解消＞

「低コスト工法」を採用しました！

「ノンストップ」で診断から工事へつなげる「耐震化３in１パック」を創設「ノンストップ」で診断から工事へつなげる「耐震化３in１パック」を創設
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安全安心リフォーム安全安心リフォーム安全安心リフォーム

STEP2
補強
計画

自己負担３千円
補強計画と概算見積りを
策定する支援制度創設

無料！

業者に
直接補助金を支払う
委任払い制度有り

「ノンストップ」で診断から工事へつなげる「ノンストップ」で診断から工事へつなげる「ノンストップ」で診断から工事へつなげる

自己負担３千円
補強計画と概算見積りを
策定する支援制度創設

「ノンストップ」で診断から工事へつなげる「ノンストップ」で診断から工事へつなげる「ノンストップ」で診断から工事へつなげる

自己負担３千円
補強計画と概算見積りを
策定する支援制度創設

NEW

手続き
簡素化

自己負担
軽減

受付戸数（先着）

耐震シェルター



●会　　場

①徳島大学理工学部共通講義棟（徳島市南常三島町２丁目１番地）
②徳島県西部総合県民局美馬庁舎（美馬市脇町大字猪尻字建神社下南73）
③徳島県南部総合県民局美波庁舎（海部郡美波町奥河内字弁才天17番地１）
　以上の３つから希望されるいずれか１つの会場を選択してください。
※講座の最終日のみ、②及び③の会場の方も①の会場で受講してください。
※応募者多数の場合は希望とは異なる会場になることもあります。
※会場①については、徳島大学の駐車場は利用できませんので、公共交通機関又は近隣の有料駐車場
　を御利用ください。会場②、③については県庁舎の駐車場を無料で利用できます。

　徳島県では、地域の防災活動に行政と協働して取り組む意欲のある方々を対
象に、地域防災推進員養成研修を実施しています。
　この研修は、防災に関する実践的な知識や技能を習得していただき、地域防
災力向上に向けた取組み等を積極的に推進できる防災リーダーを養成すること
を目的としています。
　なお、本研修修了者は、特定非営利活動法人日本防災士機構が実施する「防
災士資格取得試験」の受験資格が得られます。

地域防災推進員養成研修（短期講座）の受講者を募集します

●講義日程及び講義内容

※７月16日（日）のローテク防災術には次の物を持参してください。
　・２リットルのペットボトル（四角いもの、キャップ付き） １本
　・新聞紙１日分
　・カッターナイフ又はハサミ

月　日
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

9：30～10：30 10：45～11：45 12：45～13：45 14：00～15：00 15：30～17：00

７月８日（土） 開講式 /
防災士とは 地震災害 土砂災害・

火山災害
強風・
竜巻災害

クロスロード
ゲーム

７月９日（日） 風水害 ライフライン
被害

大災害からの
復旧・復興

被災者の
心理ケア 避難所運営訓練

７月15日（土） 津波災害 医学と災害 災害医療 火災 災害図上訓練

７月16日（日） 徳島県の
水害対策

危機管理と
BCP

建物の
耐震化

災害
ボランティア

ローテク
防災術 ※

７月23日（日） （研修予備日）

７月29日（土） 徳島県の南海地
震への取組み

地震と気象の
情報

南海トラフ地震
への備え 修了式 防災士試験

●参　加　費

無　料
※ただし、テキスト代（３千円）、防災士取得試験受講料（３千円）、防災士登録料（５千円）が別途必要
　となります。

●申込について

・申込期限：４月1₅日～先着定員数に達し次第受付終了
・申込先・詳細問い合わせ先：徳島県防災人材育成センター（☎︎:088－683－2100）

●注意事項

・参加受付は研修の全日程を受講できる方に限ります。
・受講者が定員を超えた場合は抽選となる場合があります。
・当日の午前７時に県内のいずれかの地域に「暴風警報」「大雨警報」「洪水警報」のいずれかが発表され
  ていた場合は、当日の全日程が休講となり、予備日へと振り替えられます。

　いつ起こるか予想できない災害から私たちの命や財産を守るために、地元消防団を始めとする幅広
い防災関係機関のもと、水防工法、防災車両、ヘリコプターの演習などの多彩な訓練が行われますの
で、ぜひ見学・体験してください。
○日　時／５月21日（日） 午前９時～正午 雨天決行（ただし洪水時は中止）
○場　所／徳島市民吉野川運動広場（徳島市住吉４丁目 吉野川大橋下流 南岸河川敷）
○内　容／水防工法、人命救助訓練、ライフライン復旧、防災体験コーナーなど
○主　催／平成29年度 吉野川・那賀川合同総合水防演習実行委員会
○入場料／無料

平成29年度 吉野川・那賀川合同水防演習について

県道（堤防道路）県道（堤防道路）

演習会場演習会場
吉野川吉野川

県
道
39
号
線（
徳
島・鳴
門
線
）

県
道
39
号
線（
徳
島・鳴
門
線
）

吉
野
川
橋

吉
野
川
大
橋

県
道
11
号
線（
吉
野
川
バ
イ
パ
ス
）

県
道
11
号
線（
吉
野
川
バ
イ
パ
ス
）

県道（堤防道路）県道（堤防道路）

河川敷グラウンド河川敷グラウンド

　●
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